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セイヨウノダイコン1品種の種子発芽についての小実験
（第二報）
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秋田県におけるセイョウノダイコンRaphanus

γα”α九islTumL.の1品種の自生地は，秋田市土崎

と南秋田郡天王町出戸の2地区と推定されるが，筆者

が初めて同地で発見した1983年6月と現在の生育状況

には目立った変化はなく，一応分布域は安定しているとい

える。本品の増殖分布は，多量に生産される種子によ

るものであるが，筆者は，前報4)で，本品種子の光周

性と種子熟後の時期による発芽率との相関について明

らかにした。その後，完熟した種子が本体から脱落せ

ず，英に包まれたまま越冬することを確認したので，

この越冬種子と越冬前の当年種子について発芽実験を

試みた。その結果をここに報告する。

起稿にあたり，快く実験室および実験機器を貸与く

ださった秋田大学教育学部生物学教室の皆様には心か

ら謝意を表します。

子を採取した。種子はいずれも実験室内で風乾保存し

た。発芽試験は,9cmのペトリ皿内の湿ったろ紙上に

100粒の種子をほぼ等間隔にならべ,2個を1組に，

5℃・10℃・15℃・20℃・25℃・30℃・35℃の7区に

それぞれ調節した定温器内で行った。なお，試験中，

ペトリ皿内の水分・湿度を一定に保つため，適宜加水

した◎

１
１ 結果と考察

自然状態で厳寒期を経た越冬種子を融雪間もない

1985年4月に採取し，4月から9月まで順次試験に供

した結果が表1．図1である。発芽ピークが2回みら

れ，特に4月は，期間中の最高発芽率である90.0％を

示した。その後発芽率は低下し続けたか,8月になっ

てわずかに回復した。各月の最高発芽率を示した温度

区は，おおむね10～15℃であり，後述する当年種子の

それとは明らかな相異をみせている。また，播種月別

の発芽率を温度区毎に比較すると，4月は各区とも高

率であるが，他の月は高低差が認められる。

ｋ

１
１ 材料および方法

秋田市土崎港の道路沿いに群生するセイヨウノダイ

コンから，1985年4月越冬種子を，1985年8月当年種

播種日4月15日5月16日6月18日7月17日8月15日9月13日

35℃53．5％1().5％6．0％‐4．0％5．5％－％

7.030 5 3 . 0 8.010 ．5 4.5 13.5

25 7 2 . 0 19.58.021．019．528．0
温
度
区

2082．516．012．023.527.023.5

1588．049.532．523．554．028.0

1090.061．523．015．051.024．5

46.0 29.014.55 8.5 8.017.5

表1越冬種子の発芽率

＊秋田県立博物館
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図1越冬種子・当年種子の発芽率推移

播種日8月15日9月13日10月23日11月16日12月14日

7.0％3.5％3 4 . 5 ％ 5 9 ． 0 ％ 20．5％35℃

18.5 13.030 58.5 73.5 17.5

温
度
区

76.563.025 88.5 80.5 75.5

51.5 71.020 76.5 79.5 75.0

60.015 80.0 78.0 62.0 31.5

76.0 40.5 46.072.010 47.0

24.048.5 56.5 6-023.55

表2当年種子の発芽率

1985年8月に採取した当年種子の月別発芽率を図1

．表2に示した｡播種月毎の最高発芽率は,8月から12

月まで，88．5％・80．5％・75．5％・63．0％・76．5％の

順に低下する。しかも，それらはすべて25℃の温度区

における結果であった。また，他の温度区の発芽率パ

ターンは，25℃のそれに類似し，8．9月をピークに

して11月までは低下するが，12月にはわずかに回復し

ている。各月毎の温度区別発芽状況のうち，8．9月，

特に9月は，各区とも高発芽率を示し，発芽に適する

温度の幅が広がる。10月以降は，発芽率に高低差があ

り，適温幅は逆に狭まる傾向を示した。

50％以上の発芽率を示す温度区は，一応，

する温度域とみなされるので，これと最高』

50％以上の発芽率を示す温度区は，一応，発芽に適

する温度域とみなされるので，これと最高発芽率を示

す温度区を表1．2から抽出，月毎に配したのが図2

である。図中に秋田市における月別平年気温7)を付記

した。厳寒期を除く年間の種子発芽状況は，おおむね

次の4相に分けられる。

第1相（春季）…．．…･融雪間もない春季の越冬種子は，

広範囲な温度域で発芽可能となり，その最適温度は，

ほぼ月別平年気温に一致する。
Ｉ
‐
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セイヨウノダイコン1品種の種子発芽についての小実験(第二報）
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図2発芽に適する温度の変化

当年種子一J

35℃30℃25℃20℃15℃10℃5℃

採取日1984年6月3日 (17℃）

11.0%21.5%9.0%播種日1984年6月17日4．5%8.5%3．5%

採取日1984年12月4日

播種日1984年12月7日29.031．027.020.518.019．06.0

表31983年産越冬種子・1984年産当年種子の発芽率

第2相（初夏～盛夏）…．．…･5月以後の越冬種子発芽

最適温度は，4月のそれと同様の10～15℃に一定し

ているが，外気温の上昇とともに発芽率が低下する

傾向を示す。

第3相（盛夏）…･･…･初夏に開花・結実し，盛夏に種

子を形成した初期の当年種子は，4月時の越冬種子

と同様の，広温度域で発芽可能となるほか，外気温

に近い温度区で最高発芽率を示す。

第4相（初秋以後）………第3相で指示した当年種子

は，10月以後も最適温度は変わらないが，発芽率は

低下し，適温域も外気温からずれてくる。外気温の

低下が種子の発芽を制限する要因となり，翌春の発

芽適温到来期まで休眠が延長される。

以上は，4月に採取した越冬種子と8月に採取した

当年種子の結果であるから，他の月に採取した種子も

外気温によって発芽適温が規定されるのではないかと

思われる。1984年6月採取の越冬種子と1984年12月採

取の当年種子の実験結果を表3に示したので参考にし

たい。これによると，越年種子のほうは，平年気温が

18.5℃まで上昇する6月にもかかわらず，発芽最適温

度が10℃前後であり，当年種子のほうは，同様に2.6℃

まで低下する12月にもかかわらず，高温部に相当する。

したがって，外気温の通年変化が，随時種子発芽適温

を条件づけるのではなく，厳寒期と盛夏時にあること

が示唆される。

第1相の状況は，越冬後に休眠覚醒するメヒシバ2.6）

やオオイヌタデ2.6.9）．ヒメイヌビエほか6）・シロザ9）

に類似する。第2相は，夏期2次休眠するメヒシバほ

‐
１
１

’
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か6)に，第3．4相は，8月上旬開花後lか月で100

％近い発芽率を示し，完熟後期から休眠性が出てくる

イヌホタルイ’)に類似する。一方，登熟過程において

発芽状況が異なることを示唆する石倉・曽我')や清水.

、田島3)，渡辺8)があり，本品の種子発芽は，特に第

3相について考究する必要がある。

の高温で条件づけられたと思われる初期の当年種子

は，25℃前後の高温部で高発芽率を持続する。
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摘要

セイヨウノダイコンRapんα刀泌sγ"んα郡strumL．l

品種の種子について発芽実験を試ふたところ，次のよ

うな結果を得た。

l厳寒期を除く4月から12月までの種子発芽状況は，

おおむね次の4相に区分される。第1相は，越冬種

子が高発芽率を示す春季であり，第2相は，発芽率

が低下傾向を示す初夏から盛夏までであり，第3相

は，当年種子が高発芽率を示す盛夏であり，第4相

は，当年種子の発芽が制限される初秋以後である。

2第1相と第3相時の種子発芽最適温度は，ほぼ外

気温に一致する。

3厳寒期の低温に条件づけられたと思われる越冬種

子は,10～15℃の低温部で高発芽率を示し，盛夏時

－122－


